
 広 報 資 料

 令 和 ８ 年 1 0 月

 警 察 庁

 

 マイクロソフト・ＪＣ３と連携した犯罪インフラのテイクダウンについて

 

 １　広報の概要

　警察庁は マイクロソフト・ 一財 日本サイバー犯罪対策センター Ｊ、 （ ） （

Ｃ３）と連携してフィッシングに関する犯罪インフラの実態解明を推進し

てきたところ、マイクロソフト等が当該犯罪インフラを対象に米国におい

 て民事訴訟を行った結果、そのテイクダウンに至ったもの。

 

 ２　連携の背景

¡　警察庁とマイクロソフトは、インド当局と共同で実施したサポート詐

 欺に対する捜査（令和７年５月検挙）を契機に連携を深化。

¡ 、 。 、　本年４月 米国マイクロソフト副会長兼社長が来日 総理表敬訪問時

 日本警察等と連携したサイバーセキュリティ強化を表明。

¡  　本年９月、日本マイクロソフトと連携協定を締結。

 

 ３　取組内容

¡　令和７年10月から、日本をターゲットとしたフィッシングに関し、関

東管区警察局サイバー特別捜査部とマイクロソフト・ＪＣ３が実態解明

 を推進。その結果、フィッシングに関する犯罪インフラを特定。

¡  　今月６日、マイクロソフト等は、米国裁判所に対し、訴訟提起。

¡　同８日、同裁判所の命令が発布され、同命令に基づき犯罪インフラの

 テイクダウンを実施。


